
昨
年
12
月
19
日
、
韓
国
の
大
統
領
選
挙
で

当
選
し
た
李
明
博
（
イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク
）
新
大

統
領
は
、
市
場
親
和
的
な
実
用
主
義
経
済
政

策
を
展
開
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
李
明
博
大

統
領
は
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
、
現
代
建

設
と
い
う
大
企
業
の
最
高
経
営
者
を
歴
任

し
、
そ
の
後
ソ
ウ
ル
市
長
と
し
て
清
渓
川
の
復

元
と
市
内
バ
ス
中
央
車
道
制
な
ど
を
市
民
の
立

場
で
成
功
裏
に
推
進
し
た
。

こ
の
10
年
間
、
金
大
中
（
キ
ム
・
デ
ジ
ュン
）

大
統
領
と
盧
武
鉉
（
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
）
大
統
領

の
進
歩
主
義
が
韓
国
社
会
を
先
導
し
た
が
、

国
民
が
李
明
博
大
統
領
を
選
択
し
た
こ
と

で
、
保
守
主
義
に
向
か
う
政
権
交
替
が
行
わ

れ
た
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
分
配
を
成

長
よ
り
も
優
先
視
す
る
進
歩
的
な
政
府
の
も

と
で
、
景
気
が
悪
化
し
経
済
成
長
が
停
滞
し

た
た
め
、
そ
の
反
作
用
が
選
挙
結
果
に
反
映

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

李
明
博
大
統
領
の
実
用
主
義
的
な
経
済
哲

学
は
、
要
約
す
れ
ば
「
企
業
活
動
を
し
や
す

い
国
（
企
業
に
親
和
的
な
国
）」
を
つ
く
る
た

め
、「
規
制
緩
和
」
を
加
速
化
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
農
業
政
策
に
対
す
る
選
挙
公

約
で
も
、
こ
の
よ
う
な
方
向
が
一
部
で
反
映
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
農
地
取
引
規
制
の

大
幅
緩
和
」
と
「
輸
出
農
企
業
育
成
の
推
進
」

で
あ
る
。
新
政
府
の
農
政
基
調
は
、農
業
の「
成

長
エ
ン
ジ
ン
を
確
保
し
、
農
業
を
一
段
階
跳

躍
」
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
制
度

整
備
と
規
制
緩
和
を
通
じ
た
「
構
造
改
革
型

の
農
政
」
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

韓
国
農
業
は
専
業
農
中
心
の
農
業
構
造
で

あ
り
、
農
家
所
得
に
お
い
て
農
業
所
得
の
依
存

率
が
37
%
（
2
0
0
6
年
）
と
高
い
水
準
に

あ
る
。
農
業
構
造
は
、
市
場
経
済
に
適
し
た

園
芸
産
業
お
よ
び
畜
産
業
と
、
多
数
の
零
細
・

高
齢
農
家
が
残
留
す
る
コ
メ
産
業
に
大
き
く
区

分
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
反
映
し
、

こ
れ
ま
で
の
農
政
は
、
直
払
い
制
を
拡
大
す
る

と
同
時
に
、
国
民
の
信
頼
構
築
の
た
め
、
親
環

境
農
業
を
重
視
す
る
方
向
で
推
進
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
新
政
府
の
農
政
で
も
継
承
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
の
農
政
推
進
を
阻
害
す
る
要
因
の
中

で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
農
家
負
債
問
題
で

あ
る
。
負
債
は
、
比
較
的
若
く
意
欲
的
な
農

家
が
融
資
を
受
け
投
資
を
拡
大
し
た
が
、
農

業
生
産
を
通
じ
て
こ
れ
を
償
還
で
き
な
か
っ
た

た
め
に
累
積
し
て
いっ
た
の
が
一
般
的
な
形
態
で

あ
る
。
韓
国
政
府
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
負
債
の
元
金
と
利
子
を
凍
結
し
、
分

割
償
還
す
る
方
案
を
講
じ
て
い
る
。
農
政
で
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
教
育
問
題
と
社
会
保
障
問

題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も
、「
公
平
な
教
育

の
恩
恵
の
提
供
」
と
「
農
村
の
基
礎
生
活
保

障
と
女
性
農
業
者
の
地
位
向
上
」
と
い
う
目

標
を
定
め
て
具
体
的
な
政
策
手
段
を
準
備
し

て
い
る
。

新
政
府
の
農
政
の
核
心
的
な
変
化
は
、
農

村
地
域
で
1
次
産
業
を
基
盤
に
し
て
、
2
次
、

3
次
産
業
を
連
係
さ
せ
る
と
い
う
構
想
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
行
政
組
織
の
改
編
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
、
食

品
行
政
を
農
林
部
に
移
管
し
、
農
食
品
の
生

産
・
加
工
・
流
通
の
安
全
性
管
理
を
強
化
す

る
点
で
あ
る
。「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
」
一
貫

性
の
あ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
食
品
の
安
全
性
管
理
を
ど
の
部

署
が
管
轄
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確

な
結
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
ま

で
海
洋
水
産
部
で
管
理
し
て
い
た
水
産
業
分
野

の
業
務
を
、
新
し
く
発
足
す
る
「
農
水
産
食

品
部
」
で
担
当
す
る
こ
と
で
食
品
業
務
を
一
元

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

農
政
の
方
向
が
変
化
す
る
の
に
と
も
な
い
、

新
た
に
生
じ
る
課
題
も
あ
る
。
成
長
型
の
農

業
を
推
進
す
る
と
、
階
層
間
・
地
域
間
の
格

差
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に

対
す
る
対
策
が
要
請
さ
れ
る
。
農
家
を
市
場

型
と
社
会
保
障
型
の
政
策
対
象
に
区
分
し
、

必
要
な
分
野
を
支
援
す
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
」
方
式
で
農
政
を
推
進
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
社
会
保
障
型
の
政
策
の
推
進
に
は
、
財

政
所
要
が
大
き
い
の
で
、
非
農
業
分
野
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
の
社
会
的
合
意
が
前
提
と
な

る
。新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
政
府
の
農
政
は
、
地

球
全
体
に
あ
ら
わ
れ
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
確

保
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
球
温
暖

化
が
持
続
し
、
ま
た
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
需
要
の

拡
大
と
開
発
途
上
国
の
畜
産
物
需
要
の
拡
大

に
と
も
な
う
国
際
穀
物
価
格
の
暴
騰
な
ど
国

際
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
管
理
能
力
の
向
上
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
11
月
以

降
中
断
さ
れ
て
い
る
韓
日
自
由
貿
易
協
定
締

結
の
た
め
の
交
渉
を
再
開
し
、
韓
日
間
で
農
業

協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
両
国
の
農

業
リ
ス
ク
管
理
の
次
元
で
不
可
欠
な
こ
と
だ
と

思
う
。

（
翻
訳
・
食
料
領
域　

樋
口
倫
生
）
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